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　前報においては防寒着型．（二部式）刺子資料1ζつい
て分析したが1），引きっづき本報で膿作業着型仁
部式）短衣の刺子資料の分析の結果を報告する。
研究方法
　研究方法は，前報で述べたように，すでに設定した
分析方法に準じ2）　下記の項目とした。
　　　　　　　，
1．資料の情報
　資料の概要　　　　　　　．
　採集触採集時期，採集煮名称（呼称）等につ
　いて
2．資料の分析
　a　形状の状況（写真・図）
b．一材料
　：（1）織布の材質と色織・染柄（図）
　②　縫い糸の材質と色，刺子模様（図）とその
　　意匠構成（図）
　c．縫い方と裁ち方
　｛1レ縫い方の状態∫縫い代の様子（図）
　（2）裁ち方の推定（図）　　　　’
結果と考察
　資料2－1　〔品名〕鉄砲袖袷短衣　　・
　〔標本番号〕H21415（衣類F－4－14）
　この標本は，他の多くの資料と一緒に文部省資料館
から民族学博物館に移管された衣類であるが，資料の
採集時の情報は全く記されていない。仕事着であるこ
とと，資料の外見的説明としての「掛襟，肩袖格子1
胴縞木綿布裏厚手メリヤス，胸紐付」がメモされて
いるにとどまる。品名は袷とある魁刺子の単仕立て
であるためここでとσあげた。刺子資料には珍しい
鉄砲袖の短衣である粧本館に収蔵されたばかりの青
森県の衣類の中にも類似の資料がみられる。このかげ
袴鉄砲穐上半衣形式の形態は全国各地にみられる
型として分類できよう。
　a．形状
　鉄砲袖は洋服形式の袖であるが，運動量を補うた議
袖下に福がつけられたものである。前後の肩部分と袖
に小さい格子木綿を用いているのも洋服の雰囲気をか
もし出す。袖口から福までの15cm位のところまでは，
紺の細縞の大きな袖口布で補強されており，それらが
衿の濃紺木綿の色とともに，この労働衣服に一つのア
クセントを与えている。
　衿はかげ衿で，衿下をみると前身頃の布端がその
まま5cmほど折り返されて見返しの役を果している。
裾には，幅のせまいへりとりが丁寧につけられている。
附記されていたように，粗い横縞入りのメリ予スシャ
ツの古着らしいものを肩当て状IC，・前後身頃に縫いつ
けて補強，保温への配慮がなされている。肩部分のい
たみはほとんどない。二枚重ねの裏側には手拭地が用
いられてあり，袖の裏にも縞や中型染布などの古布が
刺子されている。左胸に縦18．5　cng横17．5㎝角のやは
り手拭地裏のついたポケットが，ぐし縫いであとか
ら貼りつけられている。胸には紐が，右前は表側に，
左は裏側につけられており，きものと同様右前にして
衿をあわせて結ぶようになっている。紐の幅はいずれ
もα8㎝，長さは右が21㎝，左18㎝で簡単にぐし縫い
してあるカ～本体に共布はなく，あとから胸のはだけ
るのを防ぐために縫いつけられたものかもしれない。
ほかの，補強布などと合わせると図にみられるよう1ζ織
布が配置される。
　b．材料
　｛1）織布の素材と楓染め毎
　表布はいずれも平織りの木綿布である。肩と袖に洋
服地風の格子柄が用いてあるが広幅ものではない。色
は暗い灰〔N3（dark　gray）〕の地色に黄茶〔10Y　6／4
（yellow　brown）〕の格子であるカ～裏側からみると
元の色は濃紺地に紅色がかった格子縞であった。糸密
度は，経〔24本／en），緯〔20本綴〕とやや粗く，比較的細
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かい糸を使っていて薄地である。身頃は細力～い紺縞（2‘5
・PB3／8（｛leep　blue）｝の閣に灰味黄緑〔2．5GY　6
／4（grayish　ye　How　green＞｝や，．クtt）一；ム色”
茶亀うすい青，うすい緑色なe，淡色ながら多様t4
色が細かいやたら縞となうて入っている。糸密度は経
（24本／oπ），緯〔22本／em）である。
　袖口布は紺tw｛　2．5？　B　2／3（dark　gr4yish　bl－
ue）｝に白茶縞〔7．5YP　8／2（li　ght　1　grayi　sh　bri
own））で～糸密度は経〔28本／en），緯｛24本／tc7n）である。
左胸のポケットは紺地〔Z5PB2／2（dark　gray－『
ish　blue）⊃に黄茶縞〔10YR　6／4（3tel　low　brown＞〕，
糸密度は，経緯とも〔28本綱である。衿は藍染の紺
無地〔2．5PB2／3（dark　grayish　bl　ue）〕　’f糸密
度は経〔23本／en）‘，緯〔20本／on〕で織糸の粗密が大で
あった。なお，補強布は袖口布に類似の布が多かった6
　裏布tζは手拭いも利用されており，模様はさくら，
つば軌一車輪などが黒く染め出されている。糸密度は
緯緯とも（20本／an〕である。袖裏は縞や型染福裏
は浅黄である雌型染の布団皮の裏らしく染もようが
かすかにみえる。肩裏には厚手の〆リヤス編みのシャ
ッ地が用いら弗　その部分だけは三枚重ねとなってお
り，2，71伽と厚い・他の身頃部分は二枚重ねでO・　81
rm，袖口は三枚重ねでO．　91　tu衿は2．20㎜で紐の厚
さは1；82　maである。また総重量は600　gである。・
　｛2｝縫い糸の材質と亀刺し方・L－　　一
　縫い糸はいずれも右撚りの藍染めの紺木綿糸2本ど
りであったカ～大半，浅黄色に退色している。あと
からの補修の糸は黒色にみえるが，これも濃い藍染で
裏の手拭地に藍がうっっている。刺し糸も同じ右撚り
の紺糸を1本どりで刺してある。
　刺し方は小針で比較的細かく〔20針目／10cn；〕の針
§，・表の縞にそって約Z3cm間隔位で刺してあり，裏
からもあまり目立たない。袖口布のところもほぼ同様
IC刺してあるbS，抽は5㎝間隔に刺してある。メリヤ
スの肩当て霧は，背の中心は〔6針目／10㎝〕でとめ，
周囲は〔9針目／10cmz〕でとビてあった。
　c。縫い方と裁ち方　　　　　　　　　一
　背の縫い代は，2．　5　enと多く，紺糸2本どり〔10針
自／10cn；〕で合わせ縫いののち，紺糸1本どり〔6針
目／10pm〕で伏せ縫い，脇も縫い代針目ともほぼ同
様亙袖つけは紺1本どりで合わせ縫い〔10針目／10
㎝〕と伏せ縫い〔7針日／19cm）。袖の1當は紺糸1本
どりで〔10針目／10cm；〕の合わせ縫いをしたあと，〔9
針目／10cnz）で伏せ縫いがしてある。袖口は表布のま
まで1裏lc　O．　8　cm幅に折り返して，紺糸1本で細かく
　三・っ折勢縫い．〔…5釘§／10｛海がしてあった。裾のへ
　りと珍は，裏測に紺糸重本　　〔13針目／10㎝｝で丁寧
二、に三つ折り縫いがしてある。馬のりと衿下は，耳のま
　まそれぞれ紺糸1本で〔11～12針屋／lecm），　〔10針
　目／玲碗〕で耳縫いがしてあり，衿は紺糸1本ど蟹5
　針目／10en｝でくけてあった。ぷケットは縞柄にきち
　んとそっで刺子した窃を用いているカ～つけ方はいた
　って粗雑で，紺2本どりで〔8針目／10Cin）で耳はそ
　のまま，他は折って粗く縫いつけてある。ポケットの
　中にはワタゴミと一緒に木の皮のく式あるいはきざ
　みたばこのような小片が入っていた。衿山は，すり切
　れてしまった部分には内側1ζ足し布を入れて繕うなど
　よく補修してある。
　　鉄砲袖の場合裁ち方は身頃部分は一般の労働衣服
　と同様である粧袖の宿使いが異なる9すなわち・和服
　形式の場合の袖幅が袖丈となり，布を袖丈方向にむか
　って縦に使うため裁ち方も変わってくる’。袖の懲は30㎝
　位の布を対角線で切り離し，直線の耳側を袖部分にも
　ってきて縫いつけているため，柄模様に表裏のない布
・であることが必要となる。布幅は，表布34cnz，裏布32
　em，総用布は約480　anである。
　　資料2－2　〔品名〕農作業衣
　　（標本番号）H8086（衣類E－3－7）
　　これまで報告した山形県の刺子とは異なbているが
　この資料賎庄内地方には多くみられる形態の労働着
　である。品名にもある通りの農作業衣気漁村のドン
　ザや防寒的な刺子とちがい，実際に労働を目的とし，
　下半衣をともなう半袖の仕事衣として分類できよう。
　この形態の類例は，、近県の秋田や新潟にも多くみられ
　その伝播の様子に興味がもたれる。
　　この資料は，文部省資料館から移管されたものでは
　なく，かつて個人的に収集されたもので，〔山形，鶴岡〕
　と書いた布が縫いつけてある。鶴岡の致道博物館にも
　筆者のもとにもほぼ同種のものが所持されている。
　　a．形状、【
　　形状はかげ筏福っき半袖で比較的細身の身頃双
　馬のりがついていて動作がしやすくなっている。袖口
　と衿下から裾にかけてへりとり布がある。全体を紺色
　で統一して，かげ衿だけに衿布専用らしい変わ呼織り
　の縦縞布がついている。胴の部分にはぎ布がある。そ
　れは二枚重ねであるカ～刺しはなく，やはり紺木綿で
　ある。丈が不足で足したものだろうか。あえて帯をし
　める部分に挿入したのはそれをかくすためだろうか。
　刺しがないため，そこは若干薄手となるカ～割はぎと
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はいえ上下の接ぎ目が重なり，帯をしめるときに邪魔
になると思われる。筆者の刺子も同様である域致道
博物館の犬塚氏によれ1考　このようなはぎ方は珍しい
とのことで，同博物館の同形のものは裾ではいであった。
　この資料は，よく着込んであり，肩から袖にかけて
は左右，前後とも刺し模様でできた凸の部分の布がす
り切屯鷲染の色も飛び薄く白くなっている。荷をか
ついで田畠へ往復することが多か？たのだろうか。裏
側はきわめて色鮮かで，ほとんど退色がみられず，
袖裏の糸の結び目がやや白くなっている程度であった。
馬のりと裾の左前は黒木綿布で補修してある。
　b．材料’
　は｝織布の素材と染め色
　素材は紺無地の平織木綿布であるが，．表裏とも布自
体には，はぎ目がない。しかし表布と裏布は異なり，胴
布も異なる。布の色と刺し糸の色はほとんど同一の色に
みえる藍染である。その染め色は〔10B／22（b111ish
・b恒ck）〕究糸密度は表裏とも経〔22本／㎝〕，緯04
本／em〕位でやや粗く手織布かとも思われる6胴のは
ぎ布は経〔22本／㎝〕，緯〔18本／㎝〕ほどであった。
ζれと補修布は藍染めではない。かげ衿は灰黒〔N2
（dark　gray）〕地にうすオリーブ色〔7．5Y7／4
（pale　olive）〕の細縞で糸密度は経〔31本／on〕
Pt　’：〔36本／㎝〕とこまかい。厚みは二枚重ねで身頃
1，67㎜，・袖1．58㎜，衿2．　52　rm，へりとり布3・　12　rm，
総重量は690gであった。　　　　　　　　　　一
　②縫い糸の材質と色，刺し模様
　縫い糸は右撚りの太い紺糸．2本どり，伏せ縫いには
細い左撚りの紺糸2本どりを用いている。補修糸は黒
糸である。刺し糸は右撚りの太い紺木綿糸2本どりで
ある。　　　　　　　一　，　1
　刺し方は縦方向は〔24針目／10cm〕が〔16本／ユ伽〕，
横方向は〔24針目／10cm〕が〔15本／1（）cm〕である6刺し
模様は附図のように斜め矢羽根形に階段状に刺してあ
る魁離れてみると斜線にみえ，しかも左右の身頃が
逆方向になるように対称的に刺してある。この意匠構
成は他の同形態のものにもみられる。袖は左右，一緒
に刺してから切り離したもの粧模様は特に身頃と合
っていない。東北でちりめん刺し，ピッチ刺しなどと
云われている粧布全体にびっしりと刺子をして布
にちりめんのような凹凸の浮かびあがる刺し方で，さ
らに裏側は針目を角ごと半返しして，糸がひっかかっ
てもちぢまないように配慮されている。袖下の樒の部
分にも簡単な刺し模様があったようである域かなり
すり切れている。
　c．縫い方，裁ち方
　縫い方はいたって丁寧である。繕い方もやはり丁寧
で～布色や糸の色が異なるため着用後のものであること
がようやくわかる。胴のはぎも合わせ縫いののち上下
に割ってから丁寧に表に小針を出してとじつけてある。
縫い方は背脇，袖つけともに合わせ縫い〔12針目／
10cm〕ののち伏せ縫い〔8針目／10㎝〕．，裾の伏せ
縫いは〔12針目／10㎝〕，衿つけは〔12針目／10㎝〕
で衿襲側の耳ぐけは〔4．5針目／10㎝〕であらた。、
　裁ち方図からもわかるように，布の用尺は比較的少
ない。しかし，ほぼ新しい布を用いたと思われる。布
幅は表布33cnz、裏布は31cntであるが，ぬいちぢんでい
るから実際はもっと広い。用丈は身頃，袖で2ユ0（m，
衿100　cm，胴布は50cmほどであった6’
　資料2－3〔品名〕ヤマジパン
　〔標本番号〕H16513　・　（1衣類F－5－10〕
　1934年3月，宮崎県西臼杵郡椎葉村大字大河内で1
早川孝太郎氏によって採集されたもので，現地名欄に
はヤマジバン，タナシと書かれている。同年同月には
　　　　　　　　あしなか西臼杵郡内から，足半など24点が採集されており，そ
の中には高千穂町秩乞のタナシ（標本番号16525）もあ
る。
　全面に刺子模様をもつ平袖である。この平柚は全国
各地にもみられる形である。身頃に浅黄木織袖と衿
に黒地白縞布を配してある。それは，新潟県の柏崎で
同じ早川氏によってその前年，1933年2月に・採集され
たサシコ（H16　032　f）を想い起こさせる剃子模様で
あり，布使いである。仕立て方は，へりとり布のない
点で資料1－2婦人作業衣1）と共通している。
　このヤマジバンは，肩部分が抜けて布がなくなるほ
どに使い古されている。腰部分には血痕が残っている。
な拘ヤマジバンとは農作業時の衣服の意であろう。
ヤマとは一般的に田畠のことを指す。
　a．形状
　平袖の二部式上半衣．揺梓衿型で通し衿が裾まで
ついている。前身頃の打合わせ量も充分で馬のりも
あり，働きやすい仕事着と思われる，身八つ口があり
女物である。
　平袖の着装法は，一般的には鉄砲袖や長こてとの組
合わせが考えられるが，共同研究員の日浅治技子教授
（秋田農業短期大学）によれば暖かい地方の平袖は，
通気性をとるためのものであろうという。刺子の目的
も，あるいは布に凹凸をもたせることによって，ちぢ
み織物のように，むしろ夏衣としての適切さを意図し
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たものかもしれない。
　布地はいずれの部分も二枚重ねにして模様を刺して
から，単仕立てにしたものである潮絶の刺子よりは
簿手に仕上げてあり，へりとり布は全くなく，むしろ
反対に袖ロは表裏とも耳のまま重ねて縫い合わせただ
けで布端の始末はしてない。裾は刺子する前に表布を
裏側に14～15㎝折り返して，羽織仕立てのようIC縫っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’゜てあるため，ワになっていて」そのいずれもがすり切
れて部分的に布が欠落している。左衿先には縫い代が
　　　　　　　　　　　　　　　　かたまっているカ～右衿先は裾のワの部分とともにき
れて失われている。色の浅黄も退色L，やや黄変して
いる。
　以上のように手ざわりはやわらかく，よく着古さ
れ表面がすり切れて欠夙穴があいたりしているが，
仕立て方は丁寧であり，高度な仕立て技術をもってっ
くられた仕事着である。・
　表布は肩以外には，はぎ目も繕い部分もなく，縫い
代部分にみえる紺色やすり切れた衿の中の裏布の紺色
は，あざやかであるから，以前，長着の褻布に使った
いたみの少い部分を天地を逆にして更生したもので
初めは藍地に白い刺し糸が映えて，ずい分美しいも
のだったと思われる。袖口や裾の仕立ても装飾性を意
図していたとすればうなづける。掛け衿の痕跡も全く
ない。
　b。材料
　に｝織布の素材と概染め色
　素材はいずれも平織の木綿布である粧身頃の粗い
組織の浅黄木綿と袖の糸密度のこまかい黒地細縞の二
種で㌧藍染の浅黄布の色は〔5B4／4（dulI　green－
ish　blue）〕，表身頃と裏身頃の一部IC織布配置図のア
の部分にみちれるよう配されている。もとは美しい繧
色だったらしく，破れた衿の下からその色がのぞいて
いる。糸密度は経〔22本／en｝，ge　a7本／c龍〕で，糸
の太さが均一でなく手織布と思われる。
　白茶の布（2．5Y7／2（light　hrownish　gray）〕は裏
螂ζ図中ウのように配されているが，やはり手織布らし
く，糸密度は経（20本／cnr〕，，緯〔17本／en〕である。
図中のエのもう一つのうすよごれた白茶の布（2．5Y
6／4（pai　l　yell◎w　brown）〕は，ブロー一ド生地で糸
密度は経ξ4体／ca），緯（26本／en〕であった。そ
れらの白布の縫い代の内側には，藍がうつって少し青
みをおびていた。うす黄茶〔7．5YR　7／4（Pall
yellovv　red）〕の細い縞をもつ図中イの黒地布〔N　1
（black）〕は衿と表，裏の袖布で，裏身頃の一部に類
似の黒地縞がある。糸密度は前者は経〔24本／em〕，
緯〔2ユ本／en〕，後者は経緯とも121本／ca〕である。
厚さ健二枚重ねで身頃がe．7rm，袖1　rm，衿6．　9　rmで
あった。重さは650gであった。　’
　｛2｝縫い糸の材質と色刺し方
　縫い糸は右撚りの細い白木綿糸で1補修や裾のまつ
り糸には黒糸がつかわれている。
　刺し糸は，右撚りのやや太い白木綿糸2本どりであ
る魁　2本がよく揃わないたφ∴糸が太々としてかえ
って模様としての効果をあげている。薄地のため，洗
たくをくり返しているうちにそのようになったものだ
ろうか。
　刺し模様は，衿｝袖の黒地布部分がややこまかく，
浅黄地の模様はやや大きい。布の大きさにあわせて模
様の大きさがきまったのかもしれない6針目は，表裏
ともほぼ同じ縫い目で縦〔11針目／10cni〕，横（9針
目／10cm〕，斜めには〔9針目／10㎝〕であった。縫
い目の交又する部分への配慮は特にないぐし縫いで
先め柏崎の資料の縦横斜めの4つの線の交又点が花の
芯のように心配りされていたのと対称的である。
　c．縫い方と裁ち方t
　縫い方は布地が薄いため比較的粗い縫い目で，背と
脇の合わせ縫いは2本どりの白糸で〔10針目／10㎝〕，
他は1本どりで袖つけは〔11針目／ユOcm〕の合わせ縫
いああと，　（9針目／10cm〕で伏せ縫い，袖下は〔ユ0
針目／10㎝）の合わせ縫いののち，　〔8針目／10cm〕
で伏せ縫いがしてある。衿のまつりは，　〔5針目／10
㎝〕位であった。布を刺子にする前に二枚重ねにした
時のしつけ糸は，’ i8針目／10cm〕である。
　裁つために用意しだ布は，身丈や袖丈の寸法にあわ
せて配したものである粧ここでは直撲表身頃から
裾線がつづいて折りかえされている裏部分も加えて，
裁ち方推定図をつくった。身頃と筏袖にわかれる。
袖は平袖のため，これまでのものと比べて，また，一
般的な和服の袖よりもさらに単純である。布幅は31．5
鍋総用布は浅黄木綿420cng黒地縞235　cm位であった。
要　　　約
　璽．資料についての情報
　に｝ここであつかう資料は，’農作業用と思われる上
半衣型（二部式）の3点である。
　②収集者は，2点はアチックピミューゼアム同人で
あり，1点は個人の蒐集家によって採集されたもので
ある。
　｛3）採集時期は，1点は1934年であり，他の2点
越不明である。
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｛4｝採集地は，山形県と宮崎県，1点は不明である。
（5｝呼称は，鉄砲袖袷短衣農作業衣，ヤマジバン
（又はタナシ）である。
　2　資料の分析
　a．形状
　　（1｝本資料の構成要素は，身唄袖，衿から成っ
ている。
　　②　衿は，かげ衿型が2点本衿播梓型が1点で
ある。
　　㈲袖は，鉄砲袖と半袖と平袖である。
　　（4）馬のりは3点ともあり，11．5㎝から20．5㎝で
ある。
　　｛5）つけ紐は，胸もとのはだけるのをふせぐため・
に左右の胸元に紐の一組がつけられたものが1点だけ
ある。
　　〔6）各資料の寸法
　　　①丈については，最少値81．5　cng最大値91cnz
である。
　　　②桁丈は，最少値45cm，最大値70．5㎝である。
細袖と半袖は仕事着の長短，両極端の長さの袖なので
その差異が大きい。
　b．材料
　　｛1）織布の材質と柄，染め色
　　　③素材は3点とも木綿布気組織は平織であ
る。
　　　②糸密度は，経糸は〔22本／㎝〕から〔41本
／㎝〕まで緯糸は〔14本／om〕から〔26本／㎝〕ま
でである。
　　　③布の厚さは，0．7㎜から6．9・rmまでである。
　　　④合わせ布の枚数匿　3点とも2枚合わせで
ある。
　　　⑤布の重さは，600gから690gである。
　　　⑥表布の織柄は，紺地茶縞のもの1颪紺無
地のもの1点浅黄無地と黒地縞のもの1点である。
　裏布の織柄は，白地の手拭いを用いたもの1颪浅
黄無地のもの1点浅黄無地と黒地縞と白茶無地のも
の1点である。
　表布で2種類の布を用いた奪料は2颪　1種類の布
を用いた資料は1点であるといえよう。
　　｛2｝刺子糸，縫い糸の材質と色
　　　④刺子糸，縫い糸いずれも3点とも木綿糸で
ある。
　　　②刺子糸の撚り方は，3点とも右撚りである。
縫い糸も3点とも右撚りの糸を用いている粧　1点だ
け部分的に左撚りの糸を用いているものがある。
　　③刺子糸の色は，紺を用いたものが2点白
と黒を用いたものが1点である。
　　④縫い糸は，紺を角いたものが2貞白と黒
を用いたものが1点である。
　　⑤刺し方は，縦刺しが1点，矢羽根状に刺し
たものが1颪模様刺しが1点である。
　刺し方の針目は，〔9針目／1㈱から〔24針目／10en〕で
あり，そあ間隔は，〔4本／10czn）から〔20本／1（燐〕である。
　c．縫い方と裁ち方
　　（1）縫い方
　　　①縫い方は，合わぜ縫いと伏せ縫いで縫ってあ
るもの2点合わせ縫いだけで縫ってあるももの1点
である。その縫い目は，合わせ縫いは〔10針目／ユ0㎝〕
から’k12針目／10㎝〕であり，伏せ縫いは〔6針目／
10㎝〕から〔8針目／10cn：〕である。
　　　②へりとりの様子は，裾だけへりとりがある
もの1」気R，衿下袖，裾にあるものが1劇へり
とりのないものが1点である。
　　②裁ち方
　　　①布幅は，3i．5・cmから34cn；である。
　　　②表布の用尺は，440㎝から655㎝であり，．、
1反でほぼ2枚分の作業着が出来ることになる。
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